
会派名　会派自民 №１

１．やさしいまちづくり推進費（予算額　19,600千円）

(1) 安全・安心・やさしいまちづくりの推進

・平成29年３月に策定したやさしいトイレの整備目的は

・小松市の公共施設のトイレ整備の状況，並びに公共トイ

レの整備方針では５年以内に順次洋式化温水洗浄機能付

便座を標準化方針であるが各施設の進捗状況は

・今回９月議会に上程されたみんなにやさしいトイレ整備

の予算額と内容

・今回改修する芦城センターに親子用トイレ，オムツ替え

シート，身体障がい者などに配慮した整備方針ですが，

今後ほかの施設での考えは

・民間施設のトイレ整備を支援する方向ですが，これまで

の実績と今後の整備状況は

・県管理の木場潟公園のトイレ整備状況は

・公共トイレの新設並びに改修など，洋式化率80％に向け

ての計画は
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会派名　会派自民 №２

１．サイエンスヒルズについて

(1) 決算について（139,066千円）

・決算とその内容について

・利用人数の推移，ラボの利用実績

(2) 今後について

・設置目的と支援体制について

・今後のあり方，新幹線開業との関連

２．航空プラザについて

(1) 決算について（32,725千円）

・金額，内容

・利用人数の推移（飛ぶぅ～んについて）

(2) 現況及び将来

・飛ぶぅ～んの利用実績についての評価

・航空プラザ全体のあり方について

表　靖二1
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会派名　会派自民 №３

３．里山観光について

(1) 里山自然学校こまつ滝ヶ原（3,293千円）

・決算の内容

・利用実績

(2) 里山健康学校せせらぎの郷（34,898千円）

・決算の内容

・利用実績

(3) 里山滞在型観光

・拠点として考えられるものは

・運営のあり方について

(4) 今後の観光について

・現況

・将来目標

・経済的効果

１．平成30年度決算について

(1) 決算状況について

・実質公債費比率の目標値と目途について

・将来負担比率の目標値と目途について

・経常収支比率について

・投資的経費について

・基金残高について

・事業のスクラップアンドビルドについて

順番 質疑者氏名 質　疑　通　知　要　旨
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会派名　自民党こまつ №４

１．平成30年度水道事業会計決算について

・料金収入の推移について

・給水戸数，有収水量の推移について

・平成27年度から県水の責任水量が下がったが，純利益の

推移について

・平成30年度末の内部留保資金について

・水道施設の耐震化，老朽化対策について

・水道事業を維持していくために

・今後の対応は

１．こまつまるごと観光物産推進費（40,700千円）

(1) こまつ観光物産ネットワーク運営補助

・組織

・業務内容

・収入

・推進費の使途

・今後の展望

4 二木　攻
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会派名　無会派 №５

１．財産収入について

(1) 財産運用収入について

・内訳について

・運用について

１．飛行場総務費

(1) 小松飛行場周辺整備協議会交付金（120,000千円）

・交付金の主旨，財源

２．市民協働費

(1) はつらつ環境整備助成金（5,730千円）

・執行率

３．道路橋りょう総務費

(1) はつらつ環境整備助成金（27,253千円）

・執行率

順番 質疑者氏名 質　疑　通　知　要　旨

6 円地　仁志
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会派名　無会派 №６

１. 介護保険事業特別会計について

(1) 介護保険料の引き上げによる第７期計画の見通しについて

・介護給付費準備基金の残高と今後の推移について

(2) 介護保険料の滞納者について

・保険給付の制限などと実状について

(3) 介護サービス利用者に対する３割負担の導入について

・２割負担・３割負担の人数と割合及び，実状について

２．障がい者医療費について（283,449千円）

(1) 障がい者医療費助成の対象者拡充について

・平成30年８月の診療分より，対象の範囲が拡充された状

況について

(2) 精神障害者保健福祉手帳１級の人のみでなく，２級・３級

の人へも拡充が必要と思う

・障がいのある人が早期に安心して医療が受けられ，充実

した生活を送ることが出来るように求めたい

質　疑　通　知　要　旨順番 質疑者氏名
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